
第
47
代
会
長
に
佐
伯
直
樹
氏
が
就
任

就
任
の
ご
挨
拶
会
長
　
佐
伯
 直
樹
（
A4
富
山
）
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地
域
別
教
育
懇
談
会
へ
の
 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

    　
令
和
６
年
度
、
日
本
工
業
大
学
後
援

会
会
長
に
選
任
頂
き
ま
し
た
北
陸
支

部
・
富
山
県
の
佐
伯
直
樹
と
申
し
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
歴

史
と
伝
統
あ
る
後
援
会
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
責
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
自
身
は
微
力

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
後
援
会
役
員
・

各
支
部
役
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
後

援
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
大
学

教
職
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し

な
け
れ
ば
、
到
底
、
今
後
の
活
動
を
成

し
得
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
世
の
中

の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
益
々
速
く
な

り
、
ま
た
そ
の
振
り
幅
も
大
き
く
、
物

事
も
躊
躇
な
く
進
ん
で
い
く
こ
と
が
多

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
社

会
に
出
て
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
も
、
そ
の
働
き
方
に
は
多
く
の
選

択
肢
が
増
え
、
就
職
活
動
の
時
機
や
方

法
も
職
種
や
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で
あ

り
ま
す
。
 

　
そ
の
様
な
情
勢
の
中
で
、
学
生
の
皆

さ
ま
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
楽
し
く

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
後
援
会
活
動
を
通
じ
て
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
生
活
基
盤
を
整
え
た
う

え
で
、
必
要
単
位
の
修
得
、
進
級
、
卒

業
、
就
職
、
ま
た
は
更
な
る
学
び
へ
と

進
む
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
だ
け
の
正
し

く
適
切
な
情
報
を
、
後
援
会
で
は
提
供

し
て
い
ま
す
。
 

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
息
子
は
工

業
高
校
か
ら
の
進
学
で
、
当
初
は
大
学

の
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
と
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
援
会

活
動
に
参
加
し
た
際
に
、
普
通
科
、
工

業
科
、
夫
々
か
ら
進
学
し
た
学
生
に
合

わ
せ
た
教
育
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
た
う
え

で
「
実
工
学
」
の
理
念
を
基
に
専
門
的

な
学
び
へ
と
進
ん
で
い
く
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
安
心
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
至
っ

て
は
、
希
望
す
る
職
種
・
企
業
の
選
考

が
既
に
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

無
い
よ
う
に
、
そ
の
時
機
を
的
確
に
捉

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い

よ
り
、
知
っ
て
い
た
ほ
う
が
良
い
情
報

が
あ
り
ま
す
。
 

　
大
学
側
の
適
切
な
情
勢
分
析
と
後
援

会
会
員
（
保
護
者
）
の
皆
さ
ま
が
経
験

し
て
き
た
実
体
験
の
蓄
積
が
、
ご
子

息
、
ご
息
女
か
ら
相
談
を
受
け
た
時

に
、
事
例
や
選
択
肢
を
基
と
し
た
ア
ド

バ
イ
ス
に
な
り
、
お
役
に
立
つ
こ
と
と

思
い
ま
す
。
 

　
そ
の
為
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
大
学

で
の
様
子
や
単
位
修
得
状
況
な
ど
を
個

別
相
談
で
き
る
機
会
と
な
る
地
域
別
教

育
懇
談
会
が
あ
り
ま
す
。
大
学
会
場
で

は
、
近
県
（
埼
玉
・
東
京
・
神
奈
川
）

が
９
月
29
日
、
近
県
以
外
が
10
月
20

日
、
支
部
会
場
で
は
、
茨
城
県
支
部
・

群
馬
県
支
部
は
９
月
21
日
、
北
陸
支
部

は
９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
に
ご
参
加
頂
き
、
多
く
の
情
報
を
共

有
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
各
地

域
の
支
部
は
夫
々
の
活
動
に
よ
っ
て
繋

が
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
課
題
（
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
な
ど
）
を
共
有
し

て
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
会
場
で
も
支
部
ブ
ー
ス
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
頂
き
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。
 

　
保
護
者
・
学
生
の
皆
さ
ま
、
教
職
員

の
皆
さ
ま
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
に
も
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
５
月
19
日
(日
)14
時
よ
り
、
大

学
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
令
和
６
年
度

後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
69
名
の
会
員
（
委
任
状
出

席
は
１
、
３
３
１
名
）
竹
内
学
長
以
下

大
学
執
行
部
・
各
課
長
が
出
席
。
野
﨑

副
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。
 

  　
第
１
号
議
案
「
令
和
５
年
度
事
業
報

告
」
を
本
田
副
会
長
よ
り
、
第
２
号
議

案
「
令
和
５
年
度
決
算
報
告
」
を
香
坂

財
務
よ
り
説
明
。「
同
監
査
報
告
」を
清

水
監
事
よ
り
報
告
。
以
上
一
括
審
議
の

上
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
第
３
号
議
案
「
令
和
６
年
度

事
業
計
画
案
」
を
佐
伯
総
務
よ
り
、
第

４
号
議
案
「
令
和
６
年
度
予
算
案
」
を

矢
野
財
務
よ
り
説
明
。
質
疑
応
答
を
経

て
、
一
括
審
議
の
上
、
拍
手
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
第
５
号
議
案
「
理
事
・
監
事

の
銓
衡
」は
、安
田
銓
衡
委
員
長
よ
り
、

銓
衡
委
員
会
に
よ
る
銓
衡
結
果
を
報

告
。
理
事
候
補
者
69
名
、
監
事
候
補
者

２
名
の
名
簿
が
示
さ
れ
、
拍
手
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
新
役
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、
令
和
６
年
度
の
役

員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
　
長
　
佐
伯
　
直
樹
（
富
山
) 

　
副
会
長
　
香
坂
　
一
太
（
東
京
) 

　
　
〃

　
清
水
　
重
喜
（
山
梨
) 

　
〃

　
矢
野
　
信
幸
（
岐
阜
) 

　
総
　
務
　
亀
山
　
啓
輔
（
茨
城
) 

　
　
〃

　
篠
葉
　
幸
一
（
埼
玉
) 

　
財
　
務
　
和
田
　
弘
之
（
千
葉
) 

　
　
〃

　
宮
﨑
　
泰
弘
（
長
野
) 

　
監
　
事
　
棚
井
め
ぐ
み
（
山
形
) 

　
　
〃

　
山
中
　
　
猛
（
福
島
)　
 

  　
総
会
終
了
後
、
一
般
会
員
は
学
内
施

設
を
見
学
。
学
友
会
館
ホ
ー
ル
で
は
理

事
会
が
行
わ
れ
、
退
任
理
事
に
対
し
、

竹
内
学
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
再
び
学
友
会

館
に
参
集
し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
後
援
会
恒
例
の
地
酒
や
銘
菓
の

差
し
入
れ
も
あ
り
、
各
地
域
の
会
員
と

教
職
員
が
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

令和6年度 定期総会
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入学式後、ウェルカムセレモニーで新入生を歓迎

令和6・7年度 特別事業 
体育館冷暖房装置設置完工

新任理事が一日研修 
大学を知る勉強会

蔵王支部総会及び新入会員説明会
（5月4日）

群馬・栃木・茨城・千葉合同 
新入会員説明会（5月11日）

栃木県支部総会及び就職等説明会 
（7月14日）

青森県支部総会・交流会 
（7月22日）

　
令
和
６
年
度
、７
年
度
の

特
別
事
業
で
あ
る
体
育
館

の
冷
暖
房
装
置
設
置
が
完

工
と
な
り
ま
し
た
。昨
今
の

猛
暑
の
影
響
で
、こ
れ
ま
で

は
部
活
動
や
体
育
の
授
業

が
行
え
な
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、今
年
か
ら
は
快

適
な
環
境
で
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
22
日（
土
）、大
学
に
お
い
て「
新
任

理
事
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
新
任
理
事

19
名
が
出
席
し
、大
学
と
後
援
会
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。施
設
見
学
と
懇
親
会
も

行
わ
れ
、充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
23
日（
日
）
、
大

学
に
お
い
て
支
部
連
絡
協

議
会
（
支
部
長
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部

の
支
部
長
が
大
学
に
集
ま

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

を
基
に
、
支
部
の
現
状
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
終

了
後
は
懇
親
会
も
行
わ

れ
、
情
報
交
換
の
み
な
ら

ず
、
大
学
と
各
支
部
、
そ

し
て
支
部
同
士
の
連
携
を

強
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

後援会はウェルカムセレモニーの費用の一部を
補助しました。セレモニーでは、沼尾会長（当時）
が後援会の活動についてスライドを使って説明
を行いました。

こころとからだの相談ダイヤル
大学では、学生と保護者のための相談窓口を用
意しています。健康相談、メンタルヘルスカウン
セリング、法律相談が可能です。後援会はこの制
度に対し100万円を補助しています。

皆様の積極的なご参加をお待ちしています‼ 
【支部会場】　 
　茨城県支部、群馬県支部            9月21日(土) 
　北陸支部                                9月22日(日) 
【大学会場】 
　近県（埼玉・東京・神奈川）           9月29日(日) 
　茨城・群馬・北陸・近県以外の全地域  10月20日(日)

支部連絡協議会 全国から支部長が集結

令和6年度 地域別教育懇談会 
開催のお知らせ

支部活動 

GRAPH


